
  

 

- 1 - 

 

秋の日本の平均気温と日本近海の平均海面水温の 
記録的な高温について

 

１ 日本の平均気温1について 
 

2023 年（令和５年）秋（９～11 月）の日本の平均気温偏差2は＋1.39℃となり、秋の気温

としては統計を開始した 1898 年以降で最も高かった 2022 年（＋0.90℃）を上回り、第１

位の記録となりました（図１）。春から高温傾向が続いており、３季節連続で１位の高温と

なりました。また、月別では９月の気温偏差は＋2.66℃となり、1898 年以降で最も高かっ

た 2012 年（＋1.51℃）を上回り、第１位の記録となりました。 

 また、全国の 153 の気象台等のうち、72 地点で秋の平均気温の高い方からの１位を更新

し、15 地点で１位タイを記録しました。 

 日本の秋の天候の詳細は「秋（９～11 月）の天候」（12 月１日発表）をご覧ください。 

年・季節・各月の天候 https://www.jma.go.jp/jma/press/tenko.html 

 また、日本の季節・月平均気温の長期変化傾向は以下に掲載しています。 

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/index.html  

                         
1 日本の平均気温の算出にあたっては、観測データの均質性が長期間確保でき、かつ都市化等によ
る環境の変化が比較的小さい地点から、地域的に偏りなく分布するように選出した 15 地点（網走、
根室、寿都、山形、石巻、伏木、飯田、銚子、境、浜田、彦根、宮崎、多度津、名瀬及び石垣島）
の観測に基づく。 
2 平均気温偏差とは、脚注 1 の各地点ごとに、ある統計期間（ここでは 1991～2020 年）の気温の平
均値からの差を求め、それらを全地点で平均した値。ただし、宮崎及び飯田については、観測所の
移転による観測データへの影響を評価し、移転による影響を除去するための補正を行っている。 

 

順位 年 平均気温 

偏差（℃） 

1 2023 +1.39 

2 2022 +0.90 

3 2019 +0.81 

4 1999 +0.64 

5 2011 +0.61 

6 

 

2020 +0.58 

 1961 

8 1998 +0.56 

9 1990 +0.52 

10 2004 +0.44 
 

別紙 

図１ 日本の秋(９～11月)平均気温偏差の経年変化（1898～2023 年）と順位表（上位 10 位） 
黒線は各年の偏差、青線は５年移動平均値、赤線は長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）
を示す。偏差の算出には 1991～2020 年の 30年平均値を用いている。 
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２ 日本近海の平均海面水温について 

2023 年（令和５年）９～11 月3の日本近海の平均海面水温は、速報値で平年差4＋1.2℃と、

統計を開始した 1982 年以降で 1999 年と 1998 年の＋0.7℃を上回り第１位の記録となりま

した（図２、図３）。特に、本州東方海域では平年差が＋４℃を超える海域がみられました。

また、夏に続き、２季節連続で第１位の高温となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         
3 海面水温の診断の季節区分は、気温の季節より１か月遅れる（秋は 10～12 月）が、ここでは秋を
９～11 月として扱う。 
4 平年差とは平均海面水温から平年値を差し引いた値。平年値としては、1991～2020 年の 30 年平
均値を使用している。 

順位 年 平 年 差

（℃） 

1 2023 +1.2 

2 1999 +0.7 

1998 

4 2022 +0.6 

5 2021 +0.5 

2016 

2010 

図２ 日本周辺海域の 2023 年（令和５年）９～11 月平均海面水温平年差図と
日本近海の平年差を計算した範囲（青枠） 
平年値は 1991～2020 年の 30 年平均値。 

図３ 日本近海の９～11 月の平均海面水温の平年差の経年変化（1982～2023 年）
と順位表（上位５位） 
平年値は 1991～2020 年の 30 年平均値。 
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３ 気温と海面水温が記録的に高く

なった要因 
 

 秋の日本の平均気温が記録的に高くなっ

た主な要因として、高緯度帯を流れる偏西風

が日本の北を流れることが多かったため北

からの寒気の南下が弱く日本付近が暖かい

空気に覆われやすかったこと（図４）、日本海

から日本の北を低気圧が通過しやすかった

ため暖かい空気が流れ込みやすかったこと

が考えられます。また、日本近海の平均海面

水温が高かったことも、高温に寄与したと考

えられます。９月は太平洋高気圧が日本の東

で強かったことも記録的な高温に寄与しま

した。 

 日本近海の平均海面水温が高かった要因

として、日本付近が暖かい空気に覆われやす

かったことや、日本周辺海域を通過した台風

が例年より少なく、海面水温の低下が抑えられたこと、さらには黒潮続流が三陸沖まで北

上した状態が続き、海洋内部まで水温が高いために海面水温が下がりにくかったことなど

も要因として考えられます。 

また、地球温暖化によってこのような記録的な高温が発生しやすくなっており、今後も

地球温暖化の進行に伴い更に発生しやすくなると予測されています。 

 

 
図４ 2023年９～11月の３か月平均500hPa高
度（等値線）および平年差（陰影） 
等値線間隔は60m。平年値は1991～2020年の30
年平均値。高緯度の寒気の日本付近への南下
が弱かったことを反映して、北日本から北太
平洋にかけては東西に高度が高くなっていま
す。 
（この図は９月１日～11月29日までのデータ
で作成しています。） 

 


